
座標を用いた証明

　　　を原点，とし，辺，にそってそれぞれ軸，軸をとる。頂点の座標

　　を，，，，，とする。証明の一般性は失われない　また，の
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　　中点を，とし，＝とおく。

　　すると，はをの周りにだけ回転

　　した点であるから，

　　の座標は　 





　　の座標は　 

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

　　簡単のために， と表す

　　ことにすると

　　　　　，

　　同様にして

　　　　　，，，，，

　　これらから

　　　　　，，，，，

　　との，成分の比はそれぞれ
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　　　　　よって　
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　　との，成分の比はそれぞれ
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　　，はともにの実数倍であるから，点，，，は直線上にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　証明終


